
みなさん、新年あけましておめでとうございます。県労連を代表して一言ご挨拶を

申し上げます。 

 

今年は戦後７０年の節目の年であります。これには二つの見方があります。１つ目

は、「太平洋戦争」が終わって７０年という見方。もう一つは、「大東亜戦争が終わって

７０年という見方であります。 

評論家の故松本健一氏の言葉を引用して、このことを問いかけたのが、東京新聞

の元日の社説でした。 

太平洋戦争史観では「米国との戦いに敗れた」との認識にはなっても、「中国との

侵略戦争に敗れた」との意識が希薄になってしまう、というのであります。 

 

昨年は、集団的自衛権行使容認の閣議決定、特定秘密保護法の施行が強行され

ました。 

戦後の平和国家や民主主義への挑戦であり、物言わぬ国民づくりへの一歩が踏

み出されたと言わなければなりません。 

安倍首相がやりたいことは、明確であります。憲法９条を改悪すること。そのために

は高支持率が必要であり、そのためのアベノミクスであります。アベノミクスさえも、９

条改悪のための手段にすぎません。 

安倍首相はこの夏に、７０年談話を出すと言われています。「反省」の言葉も入れる、

村山談話も引き継ぐと表明していますが、言葉とやっていることとは真逆であります。 

戦争する国作りを許さない決意を新たにし、過去の戦争の意味を振り返り、平和に

ついて国民的議論を行うことが重要であります。中国、韓国と関係はもとより、国民同

士でも、言葉によって相互理解を紡ぐ年にしなければなりません。ヘイトスピーチや極

端な排外主義と理性で闘う年にしなければなりません。 

 

円安と消費税増税は、物価を押し上げ労働者庶民を襲っています。労働者は賃上

げが物価高に追い付かず、実質賃金の減少は１７カ月連続であります。 

中小零細企業は、円安による原材料の高騰で苦しい経営を強いられています。 

私たちは、安倍首相やその取り巻きのリフレ派の経済学者が主張してる「物価が下

がっているから景気が悪くなっている」という立場はとりません。賃金が下がり、国民

の消費購買力が落ちているために、景気が落ち込んでいるのです。 

安倍首相の財界への賃上げ要請は、アベノミクスを進めるための「目くらまし」にす

ぎません。アベノミクスを前提とした「官制春闘」、「上げる振り春闘」には組みしませ

ん。 

賃上げで真の景気回復を、正規雇用への転換で安定した社会の構築をの正論を

真正面に掲げ、社会的春闘を闘う決意です。賃上げは、私たちの手で勝ち取るもの



です。アベノミクス不況と対決する春闘にしていきましょう。 

 

県労連は、地域課題と真正面から向き合うことを掲げ運動を進めています。その柱

は、雇用問題と地域の再生です。 

特に、高知県は少子高齢化、人口減少の「先進県」。もう数年すれば高齢者人口さ

え減少する時代に突入します。 

私たちは、その解決の糸口は安定した、まともな雇用の再構築であると考えていま

す。直接雇用、正職員が当たり前の社会の再構築、最低賃金の大幅底上げが重要

で、これこそが人口減少社会の「新たなステージ」の政策であると考えます。 

そのためにも、労働者派遣法など労働法制の改悪を許さない運動を大きく盛り上

げなければなりません。 

昨年は、高知弁護士会のご尽力で、県労連、連合が並んで発言する機会を頂きま

した。「若者から未来を奪わない」この一点での共闘を昨年に続き、連合高知のみな

さんに呼びかけたいと思います。 

 

戦争をする国づくりと沖縄の新基地建設問題は、安倍内閣ののど元に突き刺さっ

た二つの「トゲ」であり、アベノミクスの足元を見れば、バブルで「ゆるゆる」でありま

す。 

 警鐘を大いに乱打し、同時に柔軟な提案を行い、課題ごとの共闘を民主主義と平和、

生活守れの運動につなげ、安倍内閣打倒の国民世論を作る１年にしましょう。 

 ４月には統一地方選挙、来年の夏には参議院選挙があります。安倍首相はダブル

選挙にして衆参で３分の２を確保し、一挙に明文改憲に突き進む腹だと言われます。

運動を通じて「当事者民主主義」「参加型民主主義」を再構築し、政治を私たちの手に

取り戻すことが重要です。 

 希望は、沖縄です。「オール沖縄」での勝利です。「沖縄で出来たことが、他の県で

出来ない訳はない」と言いますが、今は、「沖縄だからできたこと」であります。しかし、

次はこの高知で「オール高知」実現させ、政治を変える原動力となろうではありません

か。 

労働組合の組織率は史上最低であると報じられました。私たちが狭い労働組合の

利害にとらわれていては労働者はもとより県民のみなさんの信頼を勝ち取ることはで

きません。未組織労働者の悩みに真摯に耳を傾け、そして県政課題と真正面から立

ち向かっていこうではありませんか。 

心躍る年にするため、発信力のある運動を進めて行きましょう。 

 ご出席のみなさんのますますのご活躍、ご奮闘を祈念しまして県労連を代表しての

ご挨拶といたします。 

以上 


